
オオヤマオダマキ（大山苧環）
キンポウゲ科オダマキ属

（学名：Aquilegia buergeriana var. oxysepala）

北海道～九州の山地の草地や林縁等
に自生する有毒の多年草。6～8月、
茎の先端部に直径3～4cmほどの
ユニークな形状の花を咲かせる。
外側の赤っぽい部分は花弁ではな
く萼片（がくへん）。ヤマオダマキと
似ているが、距（きょ）と呼ばれる花
の蜜を出す部分で区別する。内側に巻

き込んでいるのがオオヤマオダマキで真
っすぐがヤマオダマキ。（写真提供：佐藤利春）

自然保護シリーズ（花）
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〔新会員紹介〕
R6.8.28～10.15
【加入5社】
入会者の公開範囲の選択に
より、広報紙等でご紹介で
きない会員、項目等があり
ます。

税
に
関
す
る
標
語
入
選
作
品

主
催
／
公
益
社
団
法
人
塩
釜
法
人
会 

塩
釜
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会

このほか、優秀賞20点、佳作100点が入選作品です。

　
九
月
十
一
日（
水
）ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜

に
お
い
て
、
令
和
六
年
度 

第
一
回
役
員
・
支
部
役
員

合
同
会
議
を
、
塩
釜
税
務
署  

五
傳
木 

達
雄 

様
、
東

北
税
理
士
会
塩
釜
支
部  

佐
々
木 

清
人
支
部
長 

様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。
本
部
・
支
部
役
員

が
一
丸
と
な
っ
て
会
員
増
強
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

い
た
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
会
員
増
強
運
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
の
会
員
増
強
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
で
承
認

さ
れ
、
組
織
委
員
会
で
取
組
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
目
標
を

前
年
度
末
会
員
数
純
増
プ
ラ
ス
１
に
、
ま
た
、
役
員
は
一
人
一
社
以

上
の
獲
得
に
努
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
県
連
と
し
て

の
目
標
で
あ
る
令
和
十
年
度
三
月
で
の
会
員
加
入
率
25
％
に
向
け
た

目
標
も
加
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
増
強
に
向
け
た
金
融
機
関
と
連

携
し
て
い
く
施
策
も
検
討
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
開
催
さ
れ
る
合
同
支
部

役
員
会
に
お
い
て
も
議
論
を
予
定
し

て
お
り
、
本
部
・
支
部
役
員
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
会
員
の
皆
様
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
設
・
未
加

入
法
人
へ
の
勧
奨
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

　
全
国
的
に
会
員
減
少
と
な
っ
て
い

る
中
で
、
ど
う
会
員
減
少
を
食
い
止

め
る
か
も
考
え
な
が
ら
、
目
標
達
成

を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

五傳木　塩釜税務署長

斎藤　会長

塩釜北部
塩釜北部
多 賀 城
利　　府
利　　府

不動産業

建設業
電気通信工事業

ベイ不動産㈱

㈲山家電気工事
㈲東北システム通信建設

塩釜市藤倉3‒17‒9  SSオフィスＢ棟

利府町加瀬字十三塚1‒21
利府町花園1‒1‒2

小田島 勝也

鈴木　 孝志
阿部　 　繁

所在地代表者 業　　種支　部 名　　称

九月から十二月は

最
優
秀
賞

「税金で　助かる助ける　支え合う」
「税金は　ふつうの暮らしの　命づな」
「ぜいきんで　よりよくしよう　にほんのみらい」
「消費税　私もできる　助け合い」
「税金は　世界をよくする　まほうのお金」
「税金は　一つ一つに　意味がある」
「税金は　みんなの未来を　支えてる」
「税金は　みんなの未来の　道しるべ」
「税金で　安心できる　未来地図」
「被災地を　支援しながら　知る特産」

塩竈市立第二小学校6年1組　鈴　木　美緒佳
塩竈市立第二小学校6年1組　本　山　桜　祐
塩竈市立第三小学校6年2組　齋　藤　羽　那

塩竈市立月見ヶ丘小学校6年2組　𠮷　田　泉　妃
多賀城市立城南小学校6年2組　佐　藤　萌　生

多賀城市立多賀城八幡小学校6年1組　森　田　芹　菜
松島町立松島第二小学校6年1組　長　倉　啓　造
七ヶ浜町立汐見小学校6年1組　鈴　木　　　夏

利府町立しらかし台小学校6年2組　髙　橋　玲　那
利府町立菅谷台小学校6年1組　佐　藤　日　奏

  塩釜地区租税教育推進協議会会長賞

「TAXに  たくすぼくらの  良き日本」
　利府町立しらかし台小学校　　　

6年1組　田　中　龍　丸
・・・ ・ ・ ・

  公益社団法人塩釜法人会会長賞

「もっと知ろう  暮らしを支える  税の役目」
利府町立菅谷台小学校　　　　　

6年1組　瀬　戸　彩　愛

  塩釜税務署長賞

「税金を  納めることが  助け合い」
利府町立利府小学校　　　　　　

6年1組　石　川　　　雫

  塩釜間税会会長賞

「税金は  暮らしを守る  ヒーローだ」
多賀城市立天真小学校　　　　　

6年2組　奥　井　菜々香

会員増強月間です



鹽
竈
神
社
博
物
館
　
　
　
　
　
　
　

主
事
・
学
芸
員
　
茂
木 

裕
樹

近
代
の
鹽
竈
神
社

　
世
の
中
が
様
変
わ
り
し
て
い
く
明
治
時

代
、
鹽
竈
神
社
で
も
別
当
や
神
職
の
世
襲

が
廃
止
さ
れ
組
織
が
改
め
ら
れ
て
ゆ
き
ま

し
た
が
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
頃

に
製
作
さ
れ
た「
鹽
竈
神
社
景
色
図
」（
鹽

竈
神
社
博
物
館
蔵
、
表
紙
写
真
参
照
）に

よ
れ
ば
、
当
時
の
境
内
は
未
だ
江
戸
時
代

末
の
様
子
を
と
ど
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
後
、
明
治
十
五
年
、
同
三
十
五
年

と
御
社
殿
の
修
復
（
遷
宮
）
が
執
り
行
わ

れ
て
お
り
、
境
内
に
も
徐
々
に
変
化
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

志
波
彦
神
社
の
遷
祀
と
御
社
殿
の
造
営

　
志
波
彦
神
社
は
、
平
安
時
代
に
編
ま
れ

た
「
延
喜
式
」
に
名
神
大
社
と
し
て
記
さ

れ
る
格
式
高
い
古
社
で
、
岩
切
村（
仙
台

市
宮
城
野
区
岩
切
）
に
鎮
座
し
て
冠
川

（
か
む
り
が
わ
）明
神
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

冠
川
と
は
、
鎮
座
地
近
く
を
流
れ
る
七
北

田
川
の
こ
と
で
す
。
御
祭
神
の
志
波
彦
大

神
は
、
鹽
竈
様
と
と
も
に
当
地
を
治
め
ら

れ
た
神
様
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
四
年（
一
八
七
一
）、
志
波
彦
神
社

は
国
幣
中
社
に
列
格
し
ま
し
た
。
国
幣
社

は
、
県
知
事
な
ど
の
地
方
官
が
祭
典
に
か

か
わ
る
公
的
な
神
社
で
し
た
が
、
当
時
の

志
波
彦
神
社
で
は
規
模
の
大
き
な
祭
典
を

執
り
行
う
に
は
境
内
が
狭
く
、
ま
た
御
社

殿
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
縁
の

深
い
鹽
竈
神
社
に
遷
祀
さ
れ
、
鹽
竈
神
社

も
国
幣
中
社
に
列
格
し
ま
す
。

　
遷
祀
の
後
、
志
波
彦
神
社
の
御
社
殿
造

営
は
氏
子
ら
の
悲
願
と
な
り
ま
し
た
。
国

費
に
よ
る
志
波
彦
神
社
の
造
営
が
決
定
さ

れ
た
の
は
昭
和
九
年
の
こ
と
で
、
同
十
三

年
に
竣
工
し
て
九
月
二
十
八
日
夜
に
遷
座

の
儀
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
近
代
神
社

建
築
の
粋
を
集
め
た
御
社
殿
は
、
昭
和
三

十
八
年
に
塩
竈
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す（
①
参
照
）。

　
本
年
は
志
波
彦
神
社
の
遷
祀
か
ら
百
五

十
年
に
あ
た
り
、
奉
祝
事
業
と
し
て
同
社

大
鳥
居
が
修
復
さ
れ
色
鮮
や
か
な
姿
を
取

り
戻
し
ま
し
た（
②
参
照
）。
昭
和
十
五
年

竣
工
の
大
鳥
居
は
高
さ
九
メ
ー
ト
ル
余
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
大
地
の
気
を

通
わ
す
た
め
耐
震
性
に
配
慮
し
な
が
ら
柱

を
中
空
と
し
た
構
造
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
務
所
の
新
築
と
神
苑
の
整
備

　
志
波
彦
神
社
の
造
営
に
あ
わ
せ
、
同
社

周
辺
を
中
心
と
し
た
境
内
東
側
に
整
備
の

手
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
現
在
の
社
務
所
に
あ
た

る
施
設
は
な
く
、
明
治
時
代
は
じ
め
に
は

撤
去
を
免
れ
た
勝
画
楼
が
社
務
所
と
し
て

使
用
さ
れ
、
次
い
で
現
在
の
東
神
門
脇
に

位
置
し
た
会
所
を
改
築
し
た
も
の
が
社
務

所
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
十

二
年
（
一
八
八
九
）
に
現
在
の
志
波
彦
神

社
近
く
に
社
務
所
が
設
け
ら
れ
、
大
正
期

に
増
改
築
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

旧
社
務
所
は
、
二
階
建
で
眺
望
に
優
れ
ま

し
た
が（
③
参
照
）、
志
波
彦
神
社
の
造
営

地
に
近
接
す
る
た
め
取
り
壊
さ
れ
、
東
側

に
場
所
を
移
し
て
現
在
の
社
務
所
が
新
築

さ
れ
ま
し
た
。
工
事
は
昭
和
十
二
年
三
月

に
着
手
さ
れ
、
昭
和
十
三
年
十
月
に
付
属

施
設
を
含
め
て
完
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の

現
社
務
所
も
近
代
の
和
風
建
築
と
し
て
文

化
的
な
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
境
内
で
は
、
江
戸
時
代
に
も
氏
子
ら
に

よ
る
桜
の
植
栽
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

庭
園
と
し
て
整
備
さ
れ
る
の
は
近
代
の
こ

と
で
、
志
波
彦
神
社
の
造
営
に
よ
り
更
に

拡
張
整
備
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
七

年
時
点
で
は
、
社
務
所
周
辺
の
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
余
が
神
苑
公
園
と
さ
れ
、
そ
の
後
の

車
道
開
通
と
駐
車
場
整
備
に
よ
り
規
模
は

縮
小
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
も
一
部
が
庭

園
の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
神
苑
で
は
明
治
三
十
一
年（
一

八
九
八
）か
ら
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
鶴
が

飼
育
さ
れ
て
参
拝
者
に
親
し
ま
れ
ま
し
た

（
④
参
照
）。
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Relay Talk
vol. 57

明
日
へ

明
日
へ

リ
レ
ー
ト
ー
ク

④神苑で飼育された鶴（昭和はじめ頃）

③2階建の旧社務所（大正15年）

②御修復を終えた志波彦神社大鳥居

①竣工当時の志波彦神社（昭和13年）
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＜塩釜税務署よりお知らせ＞

年末調整手続の電子化で
業務を効率化 !

※ 年調ソフトでは、給与の収入金額や配偶者の情報等を入力することにより、定額減税に
　 対応した年末調整に関する申告書を作成します。

※ 控除証明書等は、その控除証明書等の発行主体（保険会社等）から取得してください。
　 なお、マイナポータル連携を利用することで、控除証明書等のデータを一括取得できます。

国税庁では、「年末調整控除申告書作成用ソフトウェア」（年調ソフト）を
無償で提供しています。 ※

従業員による
3ステップ

年末調整手続の電子化とは

年末調整手続の電子化のメリット

年末調整手続の電子化に必要な準備の詳細は、
こちらをご覧ください。

次の処理を「年末調整手続の電子化」と言います。
① 従業員が控除証明書等をデータで取得し、これを利用して年末調
　 整に関する申告書をデータで作成
② 勤務先が従業員から年末調整に関する申告書及び控除証明書等の
　 データ提供を受け、このデータを利用して年税額を計算

① 関係書類の配布や回収が不要！
② 控除額や添付書類のチェックが簡単！
③ 会社のシステムへの手入力作業が不要！
④ 書類の保管場所も不要！

① 手書きでの書類作成が不要！
② 控除額はソフトが自動計算！
③ テレワーク中の従業員も提出可能！
④ マイナポータル連携を利用すれば、
　 保険料等の証明書をまとめて取得可能！

勤務先（給与の支払者） 従業員（給与所得者）
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【8Pパズル・四字熟語（答え）  完全無欠】
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【会報誌バックナンバー】  http://www.marine-blue.or.jp/news.html

〔日時・場所〕
令和６年11月12日（火）～11月29日（金）

松島町文化観光交流館

あ
と
が
き

　
一
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
今
年
最

後
の
法
人
ニ
ュ
ー
ス
し
お
が
ま
の
お
届
け

に
な
り
ま
す
。

　
今
年
も
元
日
の
奥
能
登
の
地
震
か
ら
始

ま
り
、
多
く
の
災
害
が
あ
っ
た
一
年
に
な

り
ま
し
た
。
気
候
変
動
の
影
響
か
と
思
い

ま
す
が
、
災
害
の
準
備
は
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
法
人
ニ
ュ
ー
ス
は
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
？
委
員
メ
ン
バ
ー
一
同
会

員
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る
内
容
で
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
来
年
も
皆
様
の
た
め
に

な
る
法
人
ニ
ュ
ー
ス
し
お
が
ま
を
編
集
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
少
し
早
い
で
す
が
年
末
年
始
、
体
調
管

理
に
お
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

広
報
委
員
会  

副
委
員
長
　
安
住
　
陽
一

法
人
会
に
加
入
し
て
知
識
と
人
脈
を
広
げ
て

み
ま
せ
ん
か
？

１  

多
種
多
様
の
経
営
者
と
の
出
会
い
が
、

　

  

新
た
な
仲
間
づ
く
り
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

　

  

ン
ス
に
繋
が
り
ま
す
。　

２  

各
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
会
や
著
名
人
に
よ

　

  

る
講
演
会
に
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

３  

経
営
者
や
従
業
員
も
利
用
で
き
る
福
利

　

  

厚
生
制
度
が
充
実
し
て
い
ま
す
。　

法
人
会
に
ま
だ
入
会
さ
れ
て
い
な
い
、
ご
近

隣
や
お
知
り
合
い
の
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、

支
部
役
員
ま
た
は
事
務
局
に
ご
紹
介
下
さ
い
。

新
入
会
員
募
集

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

自己
安
　

永久

結
地帯
窮自在
番

？
？
？
？

日時：令和６年11月23日（土）
　　　午前10時15分～午後3時00分
場所：塩竈市公民館（第ニ・第三会議室）
　　　塩釡市東玉川町９－１
問い合わせ先：TEL 022-356-4205

【作者紹介】株式会社ニコリ　
日本初のパズル専門誌「パズル通信ニコリ」を発行する
出版社。数独・クロスワードなどのパズルをメディア
へ提供するコンテンツメーカーでもある。パズルASP
「ｅ-数独」をＢtoＢ向けにリリース。

活
動
フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト

日　　　時 名　　　称 会　　場
令
和
6
年

令
和
7
年

11月20日㈬
11月21日㈭
11月29日㈮
11月25日㈪
～12月10日㈫
12月  5日㈭
12月  6日㈮
12月11日㈬
12月11日㈬
12月17日㈫
１月15日㈬
１月16日㈭
１月22日㈬
１月24日㈮

年末調整説明会
厚生・組織委員会主催  会長杯ゴルフコンペ
六県連  事務局研修会
令和７年度
税制改正提言の要望活動
第２回  役員・支部役員合同会議
県連  第２回  事務局職員研修会
県連  第2回総務委員会
広報委員会
第３回  事務局長会議
第３回  正副会長会議
DXセミナー
新春講演会
県連　新年賀詞交歓会

10：00
  7：10
14：00

16：00

15：00
15：30
14：00
11：00
14：00
15：30
17：00

塩釜商工会議所
松島チサンカントリークラブ
TKPガーデンシティPREMIUM仙台西口

国会議員・二市三町

ホテルキャッスルプラザ多賀城

仙台ビルディング
法人会事務所
仙台ビルディング
法人会事務所
塩釜商工会議所
ホテルグランドパレス塩釜
江陽グランドホテル

これからのスケジュールこれからのスケジュール

「税に関する標語」審査会 「絵はがきコンクール」審査会

こども租税教室 青年部会10月例会

♦税務署長納税表彰
　理　事  橋浦　宏（㈱橋浦電設）

おめでとうございます（敬称略）

※
表
紙
写
真
提
供
／ 

鹽
竈
神
社
博
物
館

経理担当者セミナー 新設法人説明会

ホテルグランドパレス塩釜会　場

1月22日（水）15：30～
令和７年日  時

落語家  林家正蔵 氏講  師

笑いと人生
※「講演会」となりますので、ご了承ください。

テーマ

「税を考える週間」
税理士による無料
税金相談会

税に関する絵はがきコンクール
一般展示のご案内

空
い
て
い
る
マ
ス
に
漢
字
を
入
れ
て
、
四
字
熟
語
を

完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
べ
て
完
成
さ
せ
、
タ
テ
に
読

む
と
、
ま
た
別
の
四
字
熟
語
が
完
成
し
ま
す
。

な
ん
だ
か
わ
か
り
ま
す
か
？（
答
え
は
7
Ｐ
）

パズル・四字熟語

新春講演会
の開催案内


